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ルできるか、できないかという問題です。日本は漁業が弱ってきたことで政府が国内漁業
をコントロールしやすくなりました。漁業者をコントロールするなんてなかなかできない
です。たとえば、北洋海域に出ていた船の漁獲量を、政府は正確に確認できなかったので
すから。
　また、日本にも、かつては無許可の船がいっぱいありました。昭和40年代まで。韓国も
つい10年前まで、釜山に行ったら無許可の船だらけでした。だけど、政府はわかっていて
も取り締まれないわけです。それはなりわいがあるからです。法律があっても、なりわい
があるから、人道的配慮で取り締まれないのです。
　現在、中国がそういう状況だと思います。日本はようやく統治できるようになってきた
と言っていい。コミュニティーをつくるのも難しいですが、それ以前に国が漁業を統治す
るということもかなり難しいのです。
福原　ありがとうございました。こうした海をめぐる北東アジアの非常に厳しい現実・現
在を踏まえて、これから議論して知恵を絞って行きたいところですが、予定時間をはるか
に超過してしまいましたので、今後の課題にさせていただきたいと思います。この２日間
にわたる会議は和田先生のキーノートスピーチから始まりましたし、最後は一言、先生に
締めていただいて終わりたいと思います。
和田　国と国の考え方の対立というのはありますね。そして、島は島をめぐる問題という
のがまたありまして、それから魚と魚を取っている人たちの問題というのがあって、３層
になっていると思いますね。ですから、最初にお話を伺ったときは、魚と魚を取っている
人たちというのはもっとも根源的に結び付けてくれる力ではないかと、衝突があっても共
存しなければならないわけですから、そういうものではないかと思いました。
　それが国家の政策に影響を与えて、そして島自身も対立の島から平和の島に変えていく
という、そういう根源的な力かなと思っていました。ところが、それほど簡単ではなく、
最後のお話では、国がどのような政策を取るかということもまた大きな問題であるという
ことが議論されました。したがって、地域が１つになっていく、協力し合って生きていく
ためには、結局のところ３つのレベルの問題を考えて、それが相互に影響し合うような、
そういう構造をつくり出していきつつ進めていく。そのようにやっていくことによって、
我々は平和に生きていける、協力して生きていけるようになるのではないかと、そういう
ふうに思いました。
座談会 「環（めぐ）りの海から北東アジアの諸課題を探求する」
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